
石井 信行 内容の要旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

論文内容の要旨 

背景と目的： 

膀胱からの求心性知覚情報は主に骨盤神経、下腹神経、陰部神経によって伝達される。その中で

骨盤神経は膀胱知覚において主要なものと考えられている。膀胱内の機械受容器は伸展感受性の

ものと伸展非感受性のものとがあるが、前者の方が膀胱知覚形成に重要と考えられる。しかしな

がら伸展非感受性機械受容器の正確な受容野の特性についてはあまり知られていない。それ故、

今回我々はラットの膀胱壁における骨盤神経の受容野の特徴について系統的に検討した。 

 

方法： 

ラットを麻酔した後、骨盤神経の求心繊維に記録装置をつけて刺激波形を記録した。von Fley の

方法で膀胱内腔を機械的に刺激し閾値を測定した。また、受容野における神経伝導速度測定のた

め電気刺激を行った。 

 

結果： 

閾値は膀胱体部の尾側が他の部位と比べ低い傾向にあった。伸展非感受性機械受容器においては

膀胱頚部において最も閾値が高かった。受容野はついては殆どが両側性であると考えられた。ま

た骨盤神経求心線維は C-fiber と slow-Aδfiber が主体と考えられた。膀胱内機械的刺激では閾値

は膀胱内の多くの部位でメスに比べてオスで高い傾向であった。 

 

考察 

 今回、膀胱内伸展非感受性機械受容器について検討を行い、１）膀胱底部で閾値が高く、２）

受容野は広く両側性、３）伝導速度は比較的 slow であった。このことからラット膀胱壁の伸展非

感受性機械受容器は均一ではないものと考えられた。 
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